
（様式）周知用様式 

平成 31年 1 月 22 日 

株式会社富士国際旅行社 

＜Ｂコース①介護と仕事の両立推進事業＞ 

 

 

（社外用・都ホームページ掲載用） 

企業名 株式会社 富士国際旅行社 

所在地 東京都新宿区新宿 2-11-7 第 33 宮庭ビル 4階 

業種 N 生活関連サービス業・娯楽業 

常用労働者数 18 

事業内容 旅行事業 

ホームページ http://www.fits-tyo.com 

１ ニーズ調査 

 

 

 

 

 

 

①実施日及び実施方法 

 平成 30年 11月 5日～11月 16日 アンケート 

②対象者数、回収数、回収率 

 対象者 18名 回収数 18件 回収率 100％ 

③調査結果概要（調査により明らかになった課題） 

・現在の従業員の介護状況、介護対象者の有無について 

  現在介護をしている→0名・介護経験がない→18名。介護対象者が有りなのは、 

  10名。 

・今後の従業員の介護見込みについて 

  今後 5年間のうちに介護の可能性があるのは 10名（全体の 55.5％） 

・就業規則、規程内の介護関係制度に関する認知状況について 

  制度について知っており内容もおおよそわかる→1名 

制度があることは知っているが、内容はわからない→7名 

  制度があるかどうか知らない→9名 

・介護と仕事の両立に関する不安について 

  仕事を辞めずに介護と仕事を両立するための仕組みがわからない。 

  介護休業などを職場で取得して仕事をしている人がいないので不安。 

  自分が介護休業を取得すると収入が減る不安がある。 

  介護がいつまで続くかわからず、将来の見通しを立てにくい。 

  公的介護保険制度の要介護者となった場合、どのようになるのか予想が 

  つかないので漠然とした不安がある。 

・介護が続いた場合の望ましい働き方及び社内制度について 

  介護休業や介護のための短時間勤務などの支援制度を利用しつつ、できるだけ 

  普通に働き続けながら、仕事と介護を両立する→9名 

  介護が必要な時期は休業制度を利用して自分が介護をして、その後仕事に 

  復帰する→6名 

２ プロジェクトチームの設置及び運営状況 

 ①設置日・メンバー 

（設置日）平成 30年 11月 21日 

（メンバー）総計 2名 

 ・都内勤務者  総務部長 営業部員  （計 2名） 



  ・都外勤務者                 （計 0名） 

②運営の状況（開催日、検討内容及び参加者数） 

第 1回 平成 30年 11月 21日 活動内容及びスケジュールの確認（2名参加） 

第 2回 平成 30年 12月 7日 調査結果概要説明、取組案の提示（2名参加） 

第 3回 平成 30年 12月 19日 取組案について意見交換、確定（2名参加） 

３ 策定した取組計画（内容及び取組時期） 

      取組期間は平成 30年 12月 1日～平成 32年 11月 30日とし、以下の計画で 

   活動を行う。 

   ①労働基準法・育児介護休業法その他法令改正を基に、従業員が利用しやすいよう 

    に就業規則を整備し周知する。 

   ②雇用保険制度の周知：介護休業の間の所得補償として、介護休業給付金などの 

    制度を周知する。 

   ③社外相談先等の周知：地域包括支援センターの役割や業務内容を周知する。 

   ④介護相談員は仕事と介護の両立に向け、また介護離職を防止するセミナーに 

    積極的に参加する。 

   ⑤従業員に向けた研修会を実施する。 

    ・介護保険制度ほか民間の介護施策など ・雇用保険制度や社会保障について 

   ⑥介護保険制度や仕事と介護の両立に向けた施策、先進事例、介護離職の 

マニュアルなどを作成し従業員に周知する。 

   ⑦仕事と介護の両立に向けて社内労働環境の整備を検討する。    


